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ABSTRAK 

Fadhilah Ayu Putri. 2022. Analisis Prinsip Kerja Sama Grice dan Teknik Humor 

Berger pada Tuturan Humor dalam Acara Komedi Sandwich Man. Skripsi, 

Program Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas 

Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bagaimana bentuk pelaksanaan prinsip 

kerja sama Grice (1991) pada tuturan humor melalui pematuhan dan pelanggaran 

maksim beserta penciptaan humor yang digunakan oleh komedian dengan 

menggunakan teori teknik humor Berger (1997) kategori bahasa sebagai teknik 

utama dan kategori logika, identitas, dan tindakan sebagai teknik pendamping 

pada acara komedi Sandwich Man. Penelitian ini merupakan penelitian kualitatif 

yang hasilnya berupa penjabaran secara deskriptif, data diambil menggunakan 

metode simak catat dan teknik analisis yaitu teknik padan. 

Dari hasil penelitian ditemukan berbagai permainan bahasa di dalam humor 

bahasa Jepang  yakni idiom, homonim dan kosakata yang ditimbulkan melalui 

pelaksanaan maksim prinsip kerja sama. Bentuk pelanggaran maksim yang paling 

banyak digunakan adalah maksim cara. Komedian memberikan informasi tidak 

langsung, bertele-tele, sehingga membuat lawan tutur harus mengoreksi kembali 

informasi yang disampaikan. Sementara, pada pematuhan maksim paling banyak 

digunakan yakni maksim relevansi. Maksim relevansi dimunculkan oleh 

komedian dengan cara memberikan informasi yang sesuai dengan topik 

pembicaraan meski tuturannya menyimpang dari tuturan yang seharusnya. Seperti 

penyimpangan definisi idiom dalam bahasa Jepang. Teknik humor Berger pada 

kategori bahasa yang paling banyak digunakan adalah teknik jenaka. Hal ini 

mengacu kepada sifat dasar seorang komedian yang selalu memikirkan bagaimana 

cara membuat situasi canggung menjadi jenaka.Teknik humor yang digunakan 

oleh komedian seperti teknik meniru dan parodi pada kategori identitas 

memberikan pengetahuan baru mengenai dunia entertainment Jepang, seperti 

vokal grup, penyanyi hingga fotografer terkenal di Jepang. Selain itu, terdapat 

pembahasan mengenai sosial kemasyarakatan tentang pernikahan dan kesetaraan 

gender di Jepang melalui teknik satir dan sindiran. 

 

 

Kata kunci: prinsip kerja sama Grice, teknik humor Berger, tuturan humor, 

Sandwich Man 
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サンドウィッチマンのコメディーショーにおけるグリスの協調の原理と

バーガーのユーモアテクニックの分析 

 

ジャカルタ国立大学 

ファディラ・アユ・プトリ 

pfadhilahayu@gmail.com 

概要 

A. はじめに 

本研究のテーマはサンドウィッチマンのコメディーショーにお

けるグリスの協調の原理とバーガーのユーモアテクニックの分析で

ある。会話者にとして、コミュニケーションの原理を効果的に使用

する方法を知る必要がある。また、人生におけるユーモアの存在が

重要である。ユーモアがないとコミュニケーションが緊張して真剣

になるため、誰もが必要とする活動である。ユーモアを通して、誰

かの冗談の言語行動を理解することができる。 

本研究の目的は協調の原理がコメディーショーにどのように適

用されているか、コメディーショーで日本の様々な言語遊びを知り、

日本のコメディアンが使用しているユーモアのテクニックを明らか

にするために行われた。このユーモアは Grape Company のユーチ

ューブチャンネルで放映されているコメディーショー「サンドウィ

ッチマン」のタイトルで協調の原理の実装を通じて見つけた。使用

理論は(1991:26-28) Grice による協調の原理 (Cooperative Principles)

と (1997:3) Bergerによるユーモアテクニックの理論である。  

先行研究では、インドネシアのコメディーショーでのユーモア

の発話における協調の原理が説明されており、ユーモアテクニック

の 1つのカテゴリは言語カテゴリしか使用されていない。本研究で

は、ユーモアテクニックの 4 つのカテゴリは言語 (language)、論理 

(logic)、アイデンティティ(identity)、行動 (action)分析した。さらに、

本研究のデータは冗談の言語行動を含むコメディーショーである。

mailto:pfadhilahayu@gmail.com
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言語行動は発話ある行動である。したがって、本研究は、日本のコ

メディーショーにおける Berger のユーモアテクニックの 4 つのカ

テゴリーを通じて、コメディアンがユーモアをどのように使用して

いるかを調べるために行われた。 

本研究の問題提供は以下の通り。 

1. サンドウィッチマンのコメディーショーにおけるユーモアを

表示される協調の原理に反するの形はどうだろうか。 

2. サンドウィッチマンのコメディーショーにおけるユーモアを

表示される協調の原理に遵守するの形はどうだろうか。 

3. サンドウィッチマンのコメディーショーにおけるユーモアを

表示で使用する言語カテゴリーのユーモアテクニックはどう

だろうか。 

 

B. 研究方法 

本研究は定性的研究で、記述的方法を使用する。次の手順で行う: 

1. 「サンドウィッチマン」にあるユーモアを表示される協調の

原理に反するデータと遵守するデータを収集; 

2. コメディアンが使用されたテクニックを分析する; 

3. 収集されたデータを、Berger のユーモアテクニックと Grice

の協調の原理に分類する; 

4. 結論を取る。 

 

C. 研究結果と分析  

サンドウィッチマンのコメディーショーには、Grice (1991) の協調

の原理と Berger (1997) のユーモアテクニックの理論に基づいてユーモ

アを表示される協調の原理発話を含むのが 60データ。協調の原理に反

するデータは 21 つであり、遵守するデータは 35 データが発見された。
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さらに、協調の原理に反すると遵守するデータは 4 データ。収集した

データは理解しやすくするため、以下の表で説明する。 

 

1. 協調の原理に反するデータ 

a. 量の公理の協調の原理に反するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

1 四角四面 - - - 表情 1 

2 シニシズム ばかげた - - 体の動き 1 

24, 42 剽軽, 誤解 - - - - 2 

31 皮肉,しゃれと言葉遊び - - - - 1 

57 剽軽 , 幼稚 - - - - 1 

 6 

 

b. 質の公理の協調の原理に反するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

27 剽軽 
ばかげ

た 
- - 体の動き 1 

30 剽軽, 定義 - - - - 1 

40 剽軽,しゃれと言葉遊び - - - - 1 

 3 

 

c. 関係の公理の協調の原理に反するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 
データ

数 
主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

7,48 しゃれと言葉遊び うっかり口 - - 音声使用 2 

8 しゃれと言葉遊び 無知 - - - 1 

20 剽軽 - - - - 1 

45 あざけり - 嘲笑, 奇妙 - 
メイクアップ

と小道具 
1 

 5 

 

 

d. 様態の公理の協調の原理に反するデータ 
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データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 
データ

数 
主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

6 四角四面 無知 - - 表情 1 

12 風刺 - - - 音声使用 1 

16 誤解 - - - - 1 

29 剽軽 - 模倣 - - 1 

32 剽軽, しゃれと言葉遊び 反復 - - 体の動き 1 

43 しゃれと言葉遊び, 誤解 - - スピード 表情 1 

51 剽軽 反復 - - - 1 

 7 

 

 

2. 協調の原理に遵守するデータ 

a. 量の公理の協調の原理に遵守するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

22 剽軽 - - - - 1 

23,28 剽軽 - - - 音声使用 2 

34 剽軽 - パロディー - - 1 

36 正解 剛性 - - 音声使用 1 

37 しゃれと言葉遊び, 誤解 - 嘲笑 - - 1 

41 侮辱 - - - 音声使用 1 

47 剽軽 - 暴露 - - 1 

49 正解 - - - - 1 

 9 

 

b. 質の公理の協調の原理に遵守するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

18,25 正解 - - - - 2 

19 しゃれと言葉遊び - - - -  1 

33 剽軽, 正解 - - - - 1 

50 剽軽 - 偽装 - -  1 

 5 

 

c. 関係の公理の協調の原理に遵守するデータ 
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データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

3,10,14,46 剽軽 - - - - 4 

4 四角四面 - - 

どたばた

喜劇, ス

ピード 

表情 1 

5 剽軽 失望 - - - 1 

9 しゃれと言葉遊び - - - 音声使用 1 

11,13,52 定義 不知 - - - 3 

17 剽軽, 四角四面 - - - - 2 

21 誤解 - 偽装 - - 1 

26 しゃれと言葉遊び 反復 - - -  1 

39 嫌味 - - - - 1 

44 剽軽 - - 
どたばた

喜劇 
- 1 

54 剽軽 - - - 効果音 1 

56 あざけり - - - - 1 

58 あざけり - - - - 1 

59 正解 - - - - 1 

 19 

 

d. 様態の公理の協調の原理に遵守するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 
主なテクニッ

ク 
追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

53 正解 - - どたばた喜劇 - 1 

60 過言 - グロテスク - - 1 

 2 

 

e. 関係と量の公理の協調の原理に反、遵守するデータ 

データ 

番号 

ユーモアテクニック 

策略 データ数 主なテクニック 追加テクニック 

言語 論理 アイデンティティ 行動 

15 過言, あざけり - 嘲笑, 奇妙 - - 1 

35 剽軽 - 模倣 - 体の動き 1 

38 過言 ばかげた - - - 1 

55 剽軽 
アナロジ

ー 
- - - 1 

 4 
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上の表から、様態の公理は最も使用されている協調の原理に反する

ことが分かった。コメディアンは間接的な情報を伝えるから、聴者が

伝えられた情報を確認しなければならないようになった。最も使用さ

れていいる協調の原理に遵守する公理は関係の公理である。コメディアン

は会話のトピックに関連する情報を伝えることができるが、発話は伝えられ

るべきものから逸脱し、日本の慣用句の定義からの逸脱など。一方、最も使

用されているユーモアテクニックは言語のカテゴリーで剽軽である。冗談な

状況を面白くする方法を考えているコメディアンの性質を指し、コメディア

ンがサンドウィッチマンコメディショーで冗談な状況を面白くするため、慣

用句の定義からの逸脱、言葉遊び、誰かをパロディーした。 

D. おわりに 

本研究の結果から、慣用句、同音異義語、語彙など、日本語の様々な言

葉遊びが協調の原理によって表示されていることが分かった。アイデ

ンティティカテゴリの模倣とパロディーが日本のエンターテインメン

トの新知識を分かって、日本のボーカルグループ、歌手、有名な写真

家など。また、日本での結婚や男女共同参画に関する社会問題につい

ても議論がある。 
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